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５限
　各班の進捗状況を真剣に聞き、今後の展望や、現時点での悩みや課題を出し合った。各班それぞれに
しっかり考えているものの、まだまだ研究を広げ深める余地を残している。生徒の中には改善点を求め
ている生徒、研究方法を深めていくアドバイスを求めている生徒がおり、防災に関して生徒自身の関心
も高まってきている。防災の大切さを伝えていく対象が高校生だけでなく、幼児や高齢者、海外の人た
ちにも向いており、多くの人のために役立つ研究が期待できる。

６限
　各班で発表によって得たコメントを持ちより、アドバイスや改善点等を共有しあった。改善点につい
てそれぞれの考えを出していくなかで、新たな課題やアイデアが浮かんでいた。和歌山大学の今西教授
からは、防災意識の現状改善や進んだ防災のアドバイス、研究を進めていく・広げていく方法を教えて
いただいた。
　生徒たちが向けた目線は良いが、研究方法やその実行方法をこれからより深く考えていくことが必要
ということであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責・地域防災指導担当）

　１班　すべての人が安全に避難するには
　２班　減災（ペット）
　３班　防災意識向上化計画
　４班　ハザードマップを広めよう︕
　　　　～御坊市立体化計画～
　５班　防災教育
　６班　ハザードマップを広める
　７班　乗客の命を守るしおり
　８班　楽しく学べる防災すごろく
　９班　かるたで楽しく防災学習︕
１０班　みんなで遊ぼう防災カルタ

地域防災分科会・当日の様子
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